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平成３０度取り組むべき課題と結果  

課  題 結  果 

１．自己点検・自己評価に必要なデータをで

きるだけ数値化し、評価資料を作成する。 

社会人基礎力、授業評価の数値化が統一されてい

ない。数値化を進め、評価資料を増やしていく。 

２．教育力向上に繋がる研修への参加率を上

げる。 

 

看護教員養成講習会に１名、教育・専門領域の知

識を深めるための学校外の研修は述べ１７名、学

内での研修は５件、述べ６４名が参加している。

各教員は何らかの研修に１回以上は参加してい

る。参加者の偏りを少なくし参加しやすい環境づ

くりが必要である。 

３．教員が何らか研究に自主的に参加でき

る。 

１グループが研究に組むことはでき、次年度の発

表につながった。 

４．入学については入学生の質と量の確保の

ために応募者数を増やす。 

 

入学試験の倍率は第 1看護学科は増加したが、第

２看護学科は一減となっている全体としてはほ

ぼ横ばいであり、今後も広報活動の工夫が必要で

ある。 
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図１ 平成３０年度・２９年度自己評価



 

 

 

自己点検・自己評価の概要 

 平成 30年度は評価点の全体の平均点は 2.63 から 2.71 に上がっているが、29年度とほぼ

同じ傾向を示している。Ⅵ．入学とⅨ．研究は昨年度同様に 2.0 となり、他の項目と差がある。

入学については昨年度入学者選抜方法を見直し、広報活動も充実させているところだが成果は

挙がっていない。准看護師学校の状況の影響が大きいため、准看護師学校との交流を図っていく。

また、研究についても、取り組めていないため、計画的に取り組む。 

 

１.教授・学習・評価課程 

「シラバスの提示や学習への指導は、学生の学習への動機づけと支援になっている。」が昨

年度より評価点が 3 から 2 に下がっている。教員の退職・新採用などの影響も考えられるた

め教員への支援を計画的に行う必要がある。 

 

２. 地域社会・国際交流 

  平成 30 年度は善通寺市と坂出市との包括的地域連携・協力を締結した。しかし、この

協定は締結したばかりであるため令和元年は地域のニーズの掘り起こし、協力体制の構

築につなげていくように努める。 

また、「留学や海外において、看護職に就くことを希望する学生に対応できる体制を整えて

いる。」は 3から 2に下がっている。個別にニードがあった場合に対応するようになって

いるが希望者もほとんどいない状況が続いており、証明書の対応のみになっている。今後

状況を考慮して対応を考えていく。 

 

４.研究活動については研究活動の支援体制が十分活用されず、教員による研究への取り組

みがされていない。 

 

 令和元年取り組むべき課題 

 

１．自己点検・自己評価に必要なデータをできるだけ数値化し、評価資料を作成する。 

２．教育力向上に繋がる研修への参加率を上げる。 

３．教員が何らか研究に自主的に参加できるような環境を作る。 

４．入学については入学生の質と量の確保のために応募者数を増やす。 

 


